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長
め
の
プ
ロ
ロ
ー
グ

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
が
発
足
し

て
1
年
以
上
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
、

観
測
筋
に
と
っ
て
も
、
注
視
さ
れ
る

国
の
一
つ
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
抱
え
る
諸
課
題
に
、
新

組
織
が
ど
う
対
処
す
る
か
が
関
心
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
劣

悪
な
労
働
環
境
問
題
で
あ
り
、
②
深

刻
な
労
働
者
基
本
権
侵
害
の
状
況
で

あ
る
。

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
か
つ
て
ガ
ン

ジ
ス
川
の
氾
濫
で
涵
養
さ
れ
た
世
界 

有
数
の
豊
か
な
土
地
を
誇
り
、「
黄
金

の
ベ
ン
ガ
ル
」
と
い
わ
れ
る
時
代
も

あ
っ
た
。
そ
れ
が
今
日
で
は
人
口
１
億 

5
2
0
0
万
人
を
抱
え
、
1
人
当
た

り
G
D
P
は
7
6
6
ド
ル（
2

 
0
 
1
 

2
年
）。
1
日
2
ド
ル
以
下
で
の
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
国
民
は
、
全
体

の
75
％
に
も
お
よ
ぶ
貧
困
状
況
に
あ

る
。労
働
力
構
成
は
農
業
が
62
・
3
％
、

サ
ー
ビ
ス
業
29
・
4
％
、
鉱
工
業
が

8
・
3
％
と
な
っ
て
い
て
、
圧
倒
的
に

農
業
人
口
の
占
め
る
比
率
が
高
い
。

　

軽
工
業
化
の
先
頭
を
切
っ
た
の
は

繊
維
産
業
で
あ
っ
た
。
1
9
7
0
年

代
、
繊
維
不
振
と
な
っ
た
韓
国
、
香

港
か
ら
の
投
資
が
先
駆
け
と
な
っ
た
。

以
来
、
低
廉
な
労
働
コ
ス
ト
を
比
較

優
位
と
し
て
繊
維
産
業
は
拡
大
し
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
輸
出
の
80
％
を

繊
維
・
縫
製
品
が
占
め
る
ま
で
に
な
っ

た
。
際
立
つ
の
は
世
界
的
な
ブ
ラ
ン

ド
と
さ
れ
る
大
手
繊
維
メ
ー
カ
ー
の

進
出
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
状
況
下
、
さ
る
4
月
下

旬
、
未
曾
有
の
労
働
災
害
の
悲
劇
が

繊
維
産
業
を
襲
っ
て
内
外
を
震
撼
さ

せ
る
と
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は

そ
の
力
量
を
発
揮
、
歴
史
的
と
さ
れ

る「
防
火
・
ビ
ル
安
全
協
定
書
」締
結

を
仕
上
げ
た
。

　

本
稿
で
は
そ
れ
を
報
告
し
、
合
わ

せ
て
労
働
者
基
本
権
に
係
わ
る「
労

働
法
改
正
へ
の
動
き
」
に
つ
い
て
概

観
す
る
。

行
き
先
不
透
明
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

  

－

劣
悪
労
働
環
境
、
労
働
者
基
本
権
侵
害
な
ど

ラ
ナ
・
プ
ラ
ザ

縫
製
工
場
ビ
ル
崩
壊
と
、

安
全
協
定
の
成
立

　

大
惨
事
が
発
生
し
た
の
は
さ
る
4

月
24
日
。
首
都
ダ
ッ
カ
か
ら
30
キ
ロ

程
の
近
郊
サ
ヴ
ァ
ー
ル
で
、
8
階
建

て
の
縫
製
工
場
ビ
ル
、
ラ
ナ
・
プ
ラ
ザ

金
属
労
協（
J
C
M
）顧
問   

小
島
正
剛
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行き先不透明のバングラデシュ
－劣悪労働環境、労働者基本権侵害など

て
で
あ
っ
た
の
を
、
補
強
工
事
な
し

に
8
階
ま
で
増
築
し
た
も
の
で
、
縫

製
機
器
導
入
を
始
め
と
す
る
荷
重
ス

ト
レ
ス
を
軽
視
し
た
も
の
と
見
ら
れ

て
い
る
。

■
劣
悪
労
働
環
境

　

こ
の
国
の
繊
維
・
被
服
産
業
に
あ
っ

て
は
、
こ
の
災
害
が
初
め
て
の
悲
劇
な

の
で
は
な
い
。

　

そ
の
2
ヵ
月
前
に
は
こ
れ
も
ダ
ッ

カ
近
郊
で
タ
ズ
リ
ー
ン
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
工
場
火
災

が
2
件
発
生
し
、
合

わ
せ
て
1
2
0
人

の
縫
製
労
働
者
が
死

亡
、
多
数
の
重
軽
傷

者
を
出
し
て
い
る
。

　

そ
の
と
き
、
こ
と

を
重
視
し
た
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
、

2
月
22
日
に
ダ
ッ
カ

で
ス
テ
ー
ク
ホ
ー
ル

ダ
ー
に
よ
る
会
議
開

催
に
こ
ぎ
つ
け
、
防

火
・
安
全
対
策
強
化

を
始
め
、
労
働
者
の

が
崩
壊
し
、
死
者
1
1
2
7
人
と
い

う
空
前
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
重
軽

傷
者
は
2
0
0
0
人
を
超
え
た
の
で

あ
る
。

　

こ
の
ビ
ル
で
は
、
欧
州
企
業
向
け

の
下
請
け
業
者
5
社
の
工
場
が
操
業

し
て
い
た
。
崩
壊
前
日
に
当
局
の
工

場
検
査
官
が
ビ
ル
に
亀
裂
を
見
つ
け
、

入
館
禁
止
命
令
を
ビ
ル
・
オ
ー
ナ
ー
に

伝
え
て
い
た
の
だ
が
、
縫
製
工
場
は

翌
日
の
欠
勤
を
許
さ
な
か
っ
た
と
い

う
。
こ
の
ビ
ル
は
も
と
も
と
4
階
建

基
本
権
確
立
や
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
が
喫
緊
の
課
題
と
強
調
し
た
こ
と

で
あ
っ
た
。こ
れ
に
は
通
産
相
、労
相
、

主
要
な
ブ
ラ
ン
ド
や
バ
イ
ヤ
ー
の
代

表
、関
係
労
組
代
表
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

衣
料
製
造
輸
出
連
盟（
B
G
M
E
A
）

代
表
、
そ
し
て
I
L
O
や
内
外
の

N
G
O
代
表
が
参
集
し
た
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は「
緊
急
対

策
プ
ラ
ン
」の
論
議
を
直
ち
に
開
始
す

べ
き
こ
と
を
提
案
、
論
議
の
末
、
最
終

的
に
は
次
の
よ
う
な
共
通
の
理
解
と

結
論
と
を
導
き
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
①
縫
製
産
業
の
持
続
性
あ

る
未
来
の
た
め
に
、
労
働
者
の
権
利
拡

大
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
、
防
火
・

安
全
状
況
の
緊
急
な
改
善
、②
労
相
は

I
L
O
の
指
摘
に
応
じ
、
2
0
0
6

年
労
働
法
の
改
訂
を
完
成
さ
せ
る
、

③
一
層
の
労
組
組
織
拡
大
に
務
め
る
、

④
月
間
最
低
賃
金
3
0
0
0
タ
カ（
38

ド
ル
）
は
生
活
賃
金
以
下
で
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
緊
急
に
引
き
上
げ
、
毎
年

改
正
さ
せ
る
、
⑤
防
火
改
善
の
全
て

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ー
ル
ダ
ー
の
協
力
、

防
火
安
全
に
関
す
る
三
者
声
明
の
下

に
、
全
国
行
動
プ
ラ
ン
を
た
て
る
、
な

ど
で
あ
っ
た
。

■
歴
史
的
な
防
火・安
全
協
定
書

　

右
に
見
た
ス
テ
ー
ク
ホ
ー
ル
ダ
ー

会
議
の
結
論
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

2
ヵ
月
後
の
4
月
に
く
だ
ん
の
ラ

ナ
・
プ
ラ
ザ
縫
製
工
場
ビ
ル
崩
壊
の

悲
劇
は
発
生
し
た
。
今
度
ば
か
り
は

結
成
し
て
日
の
浅
い
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
協
議
会

（
I
B
C
）の
行
動
が
全
国
に
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
、
多
い
時
に
は
20
万
人

に
上
る
労
働
者
が
抗
議
デ
モ
に
参
加

し
た
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
ス
テ
ー
ク
ホ
ー

ル
ダ
ー
会
議
の
合
意
事
項
を
踏
ま
え
、

5
月
16
日
、
防
火
・
安
全
対
策
強
化
を

定
め
る
協
定
文
書
が
成
立
し
た
。
署

名
し
た
企
業
に
は
マ
ー
ク
＆
ス
ペ
ン

サ
ー
、
H
＆
M
、
ア
バ
ク
ロ
ン
ビ
ー
＆

フ
ィ
ッ
チ
、
ベ
ネ
ト
ン
、
テ
ス
コ
な
ど

欧
州
系
の
ア
パ
レ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
、
関

連
企
業
を
中
心
に
約
40
社（
そ
の
後
80

社
に
拡
大
）が
名
を
連
ね
、
1
0
0
0

を
超
え
る
縫
製
工
場
を
対
象
と
し
て

注
目
を
集
め
た
。

　

こ
れ
は
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
が
、

ラナ・プラザ縫製工場ビル崩壊現場（写真提供=インダストリオール本部）
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行き先不透明のバングラデシュ
－劣悪労働環境、労働者基本権侵害など

U
N
I
グ
ロ
ー
バ
ル・
ユ
ニ
オ
ン
と
と

も
に
、
ク
リ
ー
ン
・
ク
ロ
ー
ズ
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
主
要
な
N
G
O
と
共
闘

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
張
っ
て
達
成
し
た

も
の
で
、
歴
史
的
成
果
と
さ
れ
る
。
7

月
8
日
ま
で
に
は
、
当
面
5
年
間
有

効
の
防
火
・
ビ
ル
安
全
協
定
書
を
発
効

さ
せ
、
総
合
的
な
安
全
点
検
・
工
場
補

修
・
訓
練
・
労
働
者
の
参
与
な
ど
を
つ

う
じ
て
、
持
続
性
あ
る
被
服
産
業
を

確
立
す
る
方
向
性
が
具
体
化
し
た
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
ユ
ル
キ
・

ラ
イ
ナ
書
記
長
は
、「
こ
の
歴
史
的
な
、

法
的
に
も
拘
束
力
あ
る
協
定
書
は
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
被
服
産
業
の
安
全
性

と
持
続
性
を
保
証
す
る
上
で
重
要
だ
。

過
去
7
年
間
に
1
8
0
0
人
も
の
犠

牲
者
を
出
し
た
事
実
か
ら
見
れ
ば
、
従

前
の
任
意
協
定
が
機
能
し
な
か
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
労

働
組
合
、
国
際
ブ
ラ
ン
ド
お
よ
び
小
売

業
者
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
当
局
、
経
営

者
、
そ
し
て
職
場
で
結
社
の
自
由
を
保

証
さ
れ
た
労
働
者
の
参
与
を
通
じ
た
、

強
力
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
あ
っ
て
こ

そ
初
め
て
根
本
的
な
変
革
が
可
能
と

な
る
。」と
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、
米
国
の
17
の
投
資
グ
ル
ー

プ（
運
用
総
資
産
額
1
兆
3
0
0
0
億

ド
ル
＝
1
3
0
兆
円
）
も「
共
同
声 

明
」
を
発
し
、
と
く
に
投
資
先
で
の

社
会
的
責
任（
C
S
R
）の
重
視
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
安
全
確
立
と

事
業
の
透
明
性
を
訴
え
て
い
る
。
協

定
か
ら
外
れ
た
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
や

G
A
P
に
対
し
て
は
早
急
に
責
任
あ

る
決
定
を
す
る
よ
う
勧
告
し
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
の
中
に
全
米
自
動
車
労
組

（
U
A
W
）退
職
者
医
療
給
付
ト
ラ
ス

ト
の
名
が
あ
る
の
は
興
味
深
い
。

労
働
法
改
訂
へ
の

動
き
は

　

も
う
一
つ
の
重
要
課
題
は
、
長
ら

く
労
働
者
基
本
権
侵
害
を
許
容
し
て

き
た「
労
働
法
」の
改
訂
で
あ
る
。

■
高
ま
る
国
際
的
批
判

　

昨
年
9
月
、
世
界
貿
易
機
関（
W

 
T
 

O
）一
般
閣
僚
会
議
が
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ 

で
開
か
れ
、「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の 

貿
易
政
策
レ
ヴ
ュ
ー
」を
行
っ
た
際
、 

国
際
労
組
総
連
合（
I
T
U
C
）
は
、 

労
働
基
準
の
遵
守
状
況
に
関
す
る 

「
報
告
書
」を
提
起
し
て
い
る
。
そ
の

核
心
は
、
こ
の
国
が
、
I
L
O
の
中
核

的
労
働
基
準（
8
条
約
）の
う
ち
7
条

約
を
批
准
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、

実
態
は
基
準
と
の
乖
離
が
甚
だ
し
く
、

抜
本
的
な
改
善
が
必
須
課
題
と
強
調

し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
「
結
社
の
自
由
」
に
例
を
取
れ
ば
、

労
働
組
合
に
対
し
当
局
へ
の「
登
録
」

を
義
務
付
け
、
そ
の
た
め
に
は
厳
し

く
複
雑
な
規
制
を
課
し
て
も
い
て
、

し
か
も
組
合
を
認
証
す
る
登
録
官
が

多
く
の
場
合
新
規
組
合
の
登
録
申
請

を
お
の
れ
の
裁
量
で
却
下
し
て
し
ま

う
。
旧
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
の
悪

し
き
労
働
行
政
の
残
滓
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

　

I
T
U
C
報
告
書
は
、
さ
ら
に
一

部
経
営
者
の
前
近
代
的
な
組
合
敵
視

姿
勢
に
も
批
判
を
加
え
て
い
る
。
組

合
結
成
を
試
み
、
ま
た
は
加
入
す
る

従
業
員
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
加
え
、

脅
迫
し
、
解
雇
し
、
は
て
は
組
合
活

動
家
ら
を
不
当
に
告
訴
し
て
も
、
黙

認
さ
れ
て
し
ま
う
状
況
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
外
資
系
企
業
の
操

業
す
る
輸
出
加
工
区（
E
P
Z
）で
は

組
合
結
成
や
団
体
交
渉
の
自
由
は
許

さ
れ
な
い
。
そ
れ
が
外
資
へ
の
誘
い

水
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

し
か
も
今
日
労
働
コ
ス
ト
は
中
国
の

6
分
の
1
程
度
に
す
ぎ
ず
、
中
国
か

ら
当
地
へ
の
移
転
を
検
討
す
る
企
業

も
増
え
つ
つ
あ
る
と
聞
く
。

　

内
外
労
働
運
動
か
ら
の
批
判
は
近

年
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
や
I
T
U
C
か
ら
の
圧
力
が

続
く
中
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
米

加
盟
組
織
の
意
を
体
し
た
米
労
働
総

同
盟
産
別
会
議（
A
F
L・C
I
O
）が

米
政
府
に
対
し
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を

一
般
特
恵
関
税
制
度（
G
S
P
）の
適

用
除
外
と
す
べ
き
と
の
申
し
立
て
を

し
た
の
は
、
す
で
に
2
0
0
7
年
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

■一般
特
恵
関
税
制
度（
G
S
P
）

　
適
用
除
外
の
イ
ン
パ
ク
ト

　

G
S
P
と
は
、
言
わ
ず
も
が
な
、
先

進
国
が
発
展
途
上
国
の
工
業
化
や
経

済
発
展
促
進
の
一
助
と
し
て
、
輸
入
す

る
一
定
の
農
産
品
や
鉱
工
業
製
品
に

対
し
、
一
般
関
税
率
よ
り
低
い
税
率
を

2
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●金属労協顧問

小島正剛 こじま・せいごう　

６０年ＩＭＦ（国際金属労連）日本事務所
に入職以来、金属労協事務局長代理、同
国際局長、同副議長（国際委員長）（以
上 IMF との兼務）、ＩＭＦ地域代表を務
めるなど国際労働運動一筋。９８年金属
労協顧問に。日本労働ペンクラブ会員他。
主要著書「海外労働アラカルト」他。

行き先不透明のバングラデシュ
－劣悪労働環境、労働者基本権侵害など

適
用
す
る
優
遇
制
度
だ
。
こ
の
制
度

を
決
め
た
の
は
国
連
貿
易
開
発
会
議

（
U
N
C
T
A
D
）で
、当
時
、直
面
す

る
南
北
問
題
解
決
の
一
手
段
と
し
て

特
別
措
置
の
制
度
的
枠
組
み
を
形
成
、

合
意
し
た
。
ち
な
み
に
日
本
の
場
合
、

1
9
7
1
年
か
ら
G
S
P
を
実
施
し

て
い
る
。
か
つ
て
は
、
韓
国
、
台
湾
、

香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い
っ
た
ア
ジ

ア
の
4
頭
の
虎
も
G
S
P
の
恩
恵
に

浴
し
た
の
で
あ
る
。

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
法
改
訂
へ
の

動
き
に
つ
い
て
も
結
論
か
ら
言
え
ば
、

G
S
P
適
用
除
外
と
す
べ
し
と
の

A
F
L
・
C
I
O
の
申
し
立
て
が
功

を
奏
し
た
。
く
だ
ん
の
ラ
ナ
・
プ
ラ
ザ

縫
製
工
場
ビ
ル
崩
壊
の
惨
事
が
そ
の

大
き
な
決
定
要
因
と
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
G
S
P
適
用
に
は
、
人
権

や
労
働
者
基
本
権
の
遵
守
が
前
提
条

件
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

す
な
わ
ち
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政

府
が
不
当
に
も
基
本
権
を
侵
害
し
て

お
り
、
G
S
P
の
優
遇
適
用
条
件
を

満
た
さ
ぬ
と
の
判
断
が
、
米
政
府
を

動
か
し
た
。
6
月
28
日
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
へ
の
適
用
除

外
を
決
定
し
た
の
で

あ
る
。

　　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

政
府
は
驚
愕
し
た
。

唯
一
と
も
言
え
る
軽

工
業
化
の
先
兵
、
繊

維
産
業
が
米
国
を
始

め
国
際
マ
ー
ケ
ッ
ト

場
裏
で
四
面
楚
歌
と

な
る
可
能
性
が
急
激

に
高
ま
っ
た
の
だ
。

2
月
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ー
ル
ダ
ー
会
議
の

合
意
を
も
踏
ま
え
つ
つ
、
米
政
府
の

決
定
発
表
後
数
日
を
経
ず
し
て
、
労

働
法
の
改
訂
に
着
手
す
る
旨
を
公
表

し
た
の
で
あ
る
。

■
裏
切
ら
れ
た
期
待

　

し
か
し
、
7
月
15
日
、
執
筆
時
点

で
先
週
、
国
会
が
採
択
し
た
改
訂
法

は
、
安
全
衛
生
面
で
若
干
の
前
進

を
見
せ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て

I
L
O
基
準
か
ら
は
乖
離
し
て
お
り
、

大
方
の
期
待
を
裏
切
る
も
の
と
な
っ

た
。
一
部
国
会
議
員
兼
務
の
経
営
陣

が
暗
躍
し
た
の
で
は
と
取
り
沙
汰
さ

れ
て
い
る
。

　

微
調
整
と
し
か
言
い
様
の
な
い
改

善
点
は
、
た
と
え
ば
、
従
来
新
規
組
合

の
登
録
時
に
必
須
で
あ
っ
た
組
合
幹

部
リ
ス
ト
の
提
出
を
不
必
要
と
し
た

ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。
リ
ス
ト
が
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
や
解
雇
な
ど
の
材
料
と
さ

れ
て
い
る
と
の
批
判
を
躱
す
意
図
で

あ
っ
た
ろ
う
。

短
め
の
エ
ピ
ロ
ー
グ

　

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
安
全
協
定

に
比
す
れ
ば
、
労
働
者
基
本
権
侵
害

を
是
正
す
る
に
は
さ
ら
に
障
害
が
多

い
。
思
う
に
、
衣
料
輸
出
の
60
％
を
受

け
入
れ
る
E
U
を
は
じ
め
、
先
進
諸

国
が
、
今
後
協
調
し
て
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
政
府
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
肝

要
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
各
地
域
に
見

る
関
税
障
壁
撤
廃
へ
の
動
き
を
横
目

に
、
一
致
し
て
G
S
P
適
用
除
外
へ

の
方
向
性
を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

よ
り
早
く
根
本
的
な
法
改
訂
を
引
き

出
す
可
能
性
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な

い
か
。

　

I
L
O
は
、
改
訂
法
の
翻
訳
が
終

わ
り
次
第
、
年
末
に
向
け
て
内
容
を

精
査
す
る
と
し
て
い
る
。

（
2
0
1
3
年
7
月
22
日
記
）

倒壊したビルから運び出される女性労働者
（写真提供=インダストリオール本部）


